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令
和
元
年
度 

福
岡
女
子
大
学
第
六
十
七
回
卒
業
証
書
・
学
位
記 

及
び
大
学
院
第
二
十
六
回
学
位
記
授
与
式 

式
辞 

 

福
岡
女
子
大
学
を
巣
立
つ
満
足
感
と
達
成
感
を
持
っ
た

学
部
卒
業
生
お
よ
び
大
学
院
修
了
生
の
皆
さ
ん
、
御
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
」
を
大
学
の
教
育
理
念
と
す

る
福
岡
女
子
大
学
を
巣
立
つ
、
学
部
学
生
２
５
０
名
、
大
学

院
生
１
６
名
の
皆
さ
ん
と
、
ご
家
族
の
か
た
が
た
に
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
公
務
御
多
用
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
卒
業
式
・
修
了
式
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
福
岡
県 

副
知
事 

大
曲 

昭
恵
様
を
は
じ
め
、
御
来
賓
の
方
々
に
、

福
岡
女
子
大
学
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
式
前
に
記
念
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い
た
九
州
大
学
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
、
学
位
記
授
与

式
を
盛
り
上
げ
る
演
奏
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

こ
こ
に
居
る
学
生
の
皆
さ
ん
が
学
部
四
年
間
あ
る
い
は
、

大
学
院
生
と
し
て
学
ば
れ
た
福
岡
女
子
大
学
の
教
育
の
特

徴
を
お
話
致
し
ま
す
。
開
放
的
な
空
間
が
広
が
る
、
設
備
の
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整
っ
た
図
書
館
は
、
多
く
の
美
術
品
を
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
設
備
と
美
術
品
を
利
用
し
な
が
ら
「
感
性
」
の
授

業
を
受
講
す
る
こ
と
が
出
来
た
皆
さ
ん
は
、
福
岡
女
子
大
学

で
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
、
誇
り
を
感
じ
て
下
さ
い
。 

  

現
在
、
福
岡
女
子
大
学
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

高
等
教
育
の
改
善
で
す
。
教
育
で
実
行
す
べ
き
こ
と
は
、
非

常
に
単
純
な
こ
と
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
実
行
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
行
っ
て
い
る
福
岡
女
子
大
学
の
教
育
ユ

ニ
ー
ク
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
第
１
は
授
業
理
解
度
の
深
化
で

あ
り
、
第
２
は
心
、
即
ち
精
神
文
化
の
醸
成
で
す
。
大
学
は
、

高
等
教
育
指
導
の
入
り
口
な
の
に
、
世
界
の
大
学
で
こ
れ
ら

２
つ
の
教
育
行
動
案
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
何
故

で
し
ょ
う
。
第
１
の
授
業
理
解
度
の
深
化
は
、
非
常
に
簡
単

で
す
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
に
は
、
３
つ
の
行
動
が
不
可
欠
で
す
。

福
岡
女
子
大
学
で
は
２
０
１
８
年
度
よ
り
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制

を
全
学
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
全
学
一
斉
と
い
う

の
は
、
日
本
の
大
学
で
は
ほ
ん
ど
無
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

第
１
の
授
業
理
解
度
の
深
化
の
た
め
の
３
つ
の
行
動
の
う

ち
、
ま
ず
第
１
が
授
業
前
の
教
員
と
学
生
の
授
業
内
容
に
対

す
る
徹
底
討
論
で
す
。
教
員
は
何
を
教
え
た
い
か
、
学
生
は
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そ
の
授
業
か
ら
何
を
学
び
取
る
か
、
お
互
い
が
理
解
す
る
ま

で
授
業
の
ス
タ
ー
ト
前
の
徹
底
討
論
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
第
２
、
第
３
の
行
動
は
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
の
優
れ
た
点

を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。
ク
ォ
ー
タ
ー
制
で
は
、
週
複
数
回
、

同
じ
科
目
の
授
業
を
受
け
ま
す
。
前
回
の
授
業
内
容
が
頭
に

残
っ
て
い
る
内
に
、
次
の
授
業
を
受
け
ま
す
の
で
、
授
業
内

容
が
有
効
な
連
続
性
と
し
て
教
育
効
果
を
上
げ
ま
す
。
さ
ら

に
、
週
複
数
回
の
授
業
が
あ
る
た
め
、
未
通
知
短
時
間
の
試

験
、
す
な
わ
ち
、
ク
イ
ズ
等
を
数
多
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
学
生
は
、
授
業
前
に
復
習
を
毎
回
き
ち
ん
と

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
授
業
中
の
緊
張
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

授
業
中
の
学
生
の
緊
張
の
無
さ
が
、
日
本
の
大
学
で
教
育
効

果
を
生
ま
な
い
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
女
子
大
学
で

は
教
育
の
原
点
に
帰
り
、
授
業
の
理
解
度
深
化
を
教
育
で
実

行
す
る
た
め
徹
底
的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。 

  

次
に
、
福
岡
女
子
大
学
教
育
の
第
２
の
「
ユ
ニ
ー
ク
」
で

あ
る
精
神
文
化
の
醸
成
は
、「
感
性
授
業
」
で
す
。「
感
性
」

の
入
り
口
は
、
他
人
の
心
に
寄
り
添
い
、
他
人
を
傷
付
け
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
他
人
を
思
い
や
る
躾
の
積
極

的
実
行
と
、
こ
れ
に
伴
う
創
造
的
行
動
が
加
わ
り
ま
す
。
残
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念
な
が
ら
、「
感
性
授
業
」
は
必
修
で
無
い
た
め
、
授
業
を

受
け
な
か
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。「
感
性
授
業
」
で

習
う
べ
き
こ
と
か
ら
、
現
在
日
本
で
数
多
く
起
こ
っ
て
い
る
、

い
じ
め
や
、
親
子
の
き
ず
な
や
心
の
結
び
付
き
の
弱
さ
か
ら

起
こ
る
問
題
点
を
解
決
で
き
る
糸
口
を
学
び
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
社
会
に
出
て
も
「
感
性
」
の
内
容

を
見
つ
め
直
す
チ
ャ
ン
ス
は
沢
山
あ
り
ま
す
。「
感
性
」
と

は
何
か
も
う
一
度
考
え
て
、
社
会
に
飛
び
込
ん
で
下
さ
い
。 

  

さ
ら
に
、
皆
さ
ん
が
直
接
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
福
岡
女
子
大
学
の
こ
こ
数
年
間
の
教
育

の
質
の
一
つ
と
し
て
の
国
際
化
教
育
の
進
化
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
留
学
等
の
国

際
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
教
職
員
の
努
力
で

日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
の
多
額
な
財
政
的
支
援
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
近
年
、
福
岡
女
子
大
学
は
「
地
方
区
」
か
ら

「
全
国
区
」
に
変
化
し
、
大
学
の
質
で
あ
る
「
創
造
力
」
と

「
感
性
力
」
を
短
期
間
で
著
し
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
学
で
勉
強
を
す
る
こ
と
が
出
来
た

皆
さ
ん
は
、
非
常
に
幸
せ
で
あ
っ
た
と
、
実
感
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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ま
ず
、
皆
さ
ん
が
入
学
し
て
最
初
に
体
験
す
る
こ
と
は
、

全
寮
制
の
生
活
で
し
た
。
寮
は
生
活
の
場
だ
け
で
な
く
教
育

の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
留
学
生
と
の
交
流
を
深
め
、
世
界

に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
化
・
習
慣
な
ど
の
多
様
性
を
許
容

す
る
努
力
や
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ム
と
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
デ
イ
に
積
極
的
に
参
加
し
、
国
際
的
素
養
の
入
口
を

身
に
つ
け
る
努
力
を
し
ま
し
た
か
？
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
タ

イ
ム
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
は
、
皆
さ
ん
が
決
め
た
規

則
で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
で
規
則
を
守
る
こ
と
は
、
社
会
人

と
し
て
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
全
寮
制
で
学
ん
だ
様
々
な

多
様
性
の
寛
容
が
、
国
際
性
の
豊
か
な
人
間
性
に
な
る
た
め

の
訓
練
で
す
し
、
そ
の
中
か
ら
新
し
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ

た
ら
そ
れ
が
教
育
に
対
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。 

 

大
学
の
勉
強
は
、
学
生
自
身
が
自
覚
し
て
行
う
も
の
で
あ

り
、
他
人
か
ら
強
要
さ
れ
て
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
問
題
点
を
見
出
し
、
じ
っ
く
り
考
え
て
答
え
を
出
す

と
い
う
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
手
法
の
訓
練
は
、
大
学
教
育
を
受

け
る
間
に
充
分
身
に
つ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
デ
ザ
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イ
ン
教
育
の
手
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
個
性

が
強
調
さ
れ
、
最
終
的
に
独
創
性
・
創
造
性
の
発
揮
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
に
活
躍
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
国

際
的
多
様
性
の
許
容
」
を
理
解
す
る
必
要
が
増
し
て
き
ま
す
。 

 

福
岡
女
子
大
学
の
教
育
は
、
皆
さ
ん
が
教
育
現
場
で
身
に

つ
け
た
「
基
礎
学
力
を
活
用
し
て
社
会
人
と
し
て
常
識
あ
る

行
動
を
す
る
た
め
の
訓
練
で
あ
り
、
一
流
大
学
の
学
生
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
創

立
の
福
岡
女
子
大
学
の
前
身
で
あ
る
、
福
岡
県
立
女
子
専
門

学
校
よ
り
受
け
継
い
だ
大
学
の
基
本
理
念
「
次
代
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
育
成
」
は
、
社
会
人
と
な
る
皆
さ
ん
が
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、
国
際
的
に

活
躍
で
き
る
人
材
育
成
」
に
尽
力
し
た
教
職
員
に
恩
返
し
が

出
来
る
よ
う
、
自
立
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

実
学
と
い
う
学
問
分
野
だ
け
で
な
く
、
感
性
・
精
神
的
文

化
・
倫
理
学
・
哲
学
等
か
ら
学
ぶ
、
人
間
性
か
ら
生
ま
れ
る

知
性
は
、
実
学
と
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
教

育
の
「
実
学
と
知
学
」「
文
系
と
理
系
」「
応
用
と
基
礎
学
」

等
、
教
育
世
界
で
は
互
い
に
組
み
込
み
を
実
現
す
る
バ
ラ
ン
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ス
感
覚
が
、
私
達
が
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
だ
と
、

私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
社
会
人
と
し

て
活
躍
で
き
る
人
間
と
し
て
重
要
な
素
養
で
す
。
社
会
人
と

な
っ
た
皆
さ
ん
の
個
人
的
な
努
力
で
、
大
学
教
育
で
足
り
な

か
っ
た
部
分
を
補
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
が
常
に
携
帯
し
て
い
た
「
U

I
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

福
女
大
プ
ラ
イ
ド
」
を
も
う
一
度
手
に
取
っ
て
下
さ
い
。
福

岡
女
子
大
学
の
「
大
学
の
基
本
理
念
」、
さ
ら
に
「
大
学
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
「
大
学
の
誇
り
」
と
す
る
伝
統
的
学
問
は
、

学
部
か
ら
大
学
院
ま
で
一
貫
し
た
高
等
教
育
の
組
織
を
確

立
し
た
福
岡
女
子
大
学
の
後
輩
学
生
へ
と
引
き
継
が
れ
ま

す
。
輝
か
し
い
伝
統
を
持
つ
福
岡
女
子
大
学
で
学
び
、
身
に

つ
け
た
能
力
や
経
験
を
発
揮
し
、
後
に
続
く
後
輩
た
ち
へ
の

善
き
道
標
と
な
る
よ
う
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

は
不
可
欠
で
す
。
苦
難
の
待
ち
受
け
て
い
る
社
会
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
学
位
記
授
与
式
の
式
辞
と
致
し
ま
す
。 

 

「
大
学
で
学
ん
だ
事
で
、
他
人
を
幸
せ
に
で
き
る
か
」 
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令
和
二
年
三
月
二
十
日 

 
 
 

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学 

理
事
長
・
学
長 

梶
山
千
里 


